
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



小倉南区制 50周年 第 50回小倉南区子どもまつり 

「小倉南区かるた大会」 募集要項 

 

1. 大会名 小倉南区かるた大会 

2. 趣旨 小倉南区制 50周年及び第 50回を迎える小倉南区子どもまつりの開催を 

記念して「小倉南区かるた大会」を開催する。 

大会には、小倉南区制 45 周年記念に作成した「小倉南区かるた」を使用する

ことで、小倉南区の魅力や歴史・文化を学び・知るとともに小倉南区を愛し、誇

りに感じ、いつまでも住み続けたいと感じてもらうことを目的とする。 

3. 主 催 小倉南区子どもまつり実行委員会 

4. 運 営 小倉南区生涯学習推進コーディネーターを中心に運営（予定） 

5. 協 賛 福岡菅公学生服株式会社北九州営業所 

6. 日 時 小倉南区子どもまつり当日 令和６年 9月 28日(土) 

選手受付  10:30～ 

予選リンク戦  10:50～ 

決勝トーナメント 13:00～ 

表彰式   14:30～ 

7. 会 場 JRA小倉競馬場 1階 

8. 部 門 ① 低学年の部 小学３年生以下 

② 高学年の部 小学４年生から６年生 

※ 低学年と高学年の児童でチームを組む場合、高学年の部での参加となり

ます 

9. 参加方法 小倉南区内の小学生が所属する団体（要 事前団体登録）から各部門 1チーム 

※ 市民センターや小学校、学童保育クラブ、児童館、子ども会などの小倉南

区に拠点を置く団体単位から選出された小学生で構成されるチーム 

※ 一団体で同一部門に複数チーム出場することはできません。 

※ 同一人物が複数の団体・チームから出場することはできません。 

※ 出場選手名簿は、当日提出してください。 

※ 参加無料 

10. ルール 小倉南区かるた大会競技ルールによる （別紙参照） 



11. 参加チーム 各部門とも最大 24チーム（1チーム 3～6名、試合出場は 3名） 

12. 大会方式  

44 枚の読み札中、主催者が定めた枚数の読み札を読み、相手より多く取った

チームを勝ちとする。 

3 チームによる予選リンク戦を行ったのち 1 位チームによる決勝トーナメント

戦を実施 

13. 表彰 各部門とも 優勝 1チーム  賞状・賞品 

準優勝 1チーム 賞状・賞品 

3位 2チーム  賞状・賞品 

14. 団体登録 令和 6年 5月 13 日（月） 午前１０時より登録受付開始 先着 24団体 

大会に出場を希望する団体は、団体登録用紙に必要事項を記入し、小倉南区

子どもまつり実行委員会事務局（小倉南区役所コミュニティ支援課内）に提出

（FAXもしくは持参） 

15. 説明会 大会出場を検討している団体を対象に競技ルール等の説明会を実施する。 

① 日時 令和 6年 5月 23日(木) 10：00～12:00 

② 会場 若園市民センター 

③ 内容 小倉南区かるたの概要 

小倉南区かるた大会の競技ルール等の説明 

小倉南区かるたの体験 

④ 対象 大会出場を検討している団体の方（大人） 

⑤ 定員 20名程度 

⑥ 申込 小倉南区コミュニティ支援課へ電話で申し込み 

16. 問い合わせ、説明会・団体登録申し込み先 

  小倉南区子どもまつり実行委員会事務局 

小倉南区役所コミュニティ支援課生涯学習係 

電話 093-951-4115 担当：岩元・前田・梶山 

 



小倉南区かるた大会競技ルールおよび注意事項 

 

【競技の準備】 

1. 試合は、３人一組の団体戦とし、６人二組で行います。 

2. ６人がかるたマット上に円を描いて、自分のチームと対戦相手が交互になるように座りま

す。 

3. 絵札は、審判員がかるたマット状の直径 70cmの外側の円内に広げて並べます。 

選手は、読み手が読み札を読み始めるまで、絵札に触れてはいけません。 

4. 選手は、かるたマットにある２つの円のうち「外側の円」にひざを揃えて座ります。 

ひざの位置は、試合開始から終了まで外側の円に揃えてください。 

絵札が少なくなっても、外側の円より前に座らないでください。 

※ 直径 50cmの内側の円は、絵札が残り 20枚になったときに、絵札を均等に並べるた

めの目安です。 

 

 

【絵札を覚える時間】 

5. 絵札を並べた後、試合開始前に１分間で絵札を覚える時間を設けます。 

【読み手】 

6. ４４枚の読み札から出場チーム数や大会時間に応じて、主催者が定めた４枚以上の読み札

直径 50cm 

直径 70cm 

約 190cm 

約 190cm 

直径約 180cm 外側の円にひざを揃えて座りま

す。札が少なくなっても、外側の

円より前に出ないでください。 

内側の円は、札が少なくなった

時に審判が「札を均等に」整える

目安です。 



を抜き、残った枚数の札で勝敗を決めます。（試合が終わると主催者が定めた枚数の絵札

が残ります。） 

7. 読み句は、それぞれ連続して２回読み上げます。 

 

【試合開始】 

8. 試合中の基本姿勢として、両手はひざの上においてください。 

かるたマットの外側の円にひざを合わせて座り、ひざより前に「頭」を出してはいけません。 

9. 絵札を取るときは、しっかりと手で押さえてください。審判は判定するまで押さえた手は

そのままにしてください。 

百人一首のように絵札を飛ばしても取ったことにはなりません。また、２枚以上の絵札を同

時に取ることもできません。 

10. お手つきはありません。ただし、わざとお手つきをすることはやめてください。 

11. どちらが先に取ったかわからないときは、審判員が判断します。 

12. 試合中に選手が絵札の位置を変えてはいけません。 

絵札の間にすき間ができたときの並べ替えや残りの絵札が２０枚になり内側の円に寄せる

作業は、審判員が行います。 

 

【採点方法】 

13. 採点は、１枚１点とします。「やく札」は１枚２点とし、「やく札」の読みと枚数は、試合が始ま

る前に発表します。 

試合では、読み札を引き抜きすべての札を読むのではないため、「やく札」が必ず読まれる

わけではありません。 

14. 採点は、審判員が行います。 

15. 同点の場合は、「やく札」が多いほうが勝ちです。 

 

【競技上の注意】 

16. 審判の判定には、従ってください。意見や抗議はできません。 

17. 騒がしいと読み手の声が聞こえにくくなります。試合中の私語はやめてください。 

18. 悪質な行為（わざとのお手つきや頭をひざより前に出すことを繰り返す等の迷惑行為）に

は、主審が「イエローカード」を出します。１枚目の「イエローカード」を出された後も悪質な

行為が続く場合、「レッドカード」を出します。 

「レッドカード」を出された選手は、その時点からその試合に出場することはできません。 


